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1) Lアミター ル＂（ LZテールイゾアミーノレパノレピツール1酸）
10 . 0% 液O.J~ （静脈麻醇量） ・＇皮下注射ヂノ、僅＝呼吸ノ浅表及ピ放ノ減少ヲ認＂＇ ~自J戟＝封シテハ漣鈍
＝ナJレノミデアルノヲ認メタ，皮下乃至筋肉内注射ユヨツテ完全麻酔＝入ラシメル傍ユハ 0.3乃至0.5銘内
外， ~n チ静脈注射／；場合ノ j約3乃至51音盤ヲ必要ト.－.. 11.- ，致死量ハソレヨリモ夏＝大デアノレ。之ヲ人間 J場
合ユ換算スレパ 10.0% 液20.0~乃至30.0姥デ成人ガ完全麻酔＝入Jレ計算＝ナル。
2) L ~Iレノクトン寸（ L プチーノレプロームプロペ＝－ -）レパノレピツー Jレ1酸）
10.0；－. 生理的食墜水溶液 l.O;tg（静脈麻酔量）ノ皮下乃至筋肉内注射ヂノ、償ナ呼吸盟主／減少ト刺戟反I!泡
鈍ヲ来ス， ソノ作用ハしアミターノレ＂／：場合ヨリモ夏＝緩没ヂア Jレ。成人ノ；場合デアレパ 10.0乃至30.0髭卸
チ静脈注射量／ 5 i音量以上ヂナケレパ麻酔＝入手ナイ計算トナノレ。
3) Lエピパン・ナトリウム”（しエメメチー Jレチタロへキセー－Jレメチ－JレパJレピツール寸酸 Lナトリウ
ム可）
10.0%蒸繍水溶液0.2銘（静脈廊商事量）ノ皮下注射ヂノ、利裁反際、湿鈍，呼吸盟主滅＇Pヲ認メル程度デアJI.-,
完全麻酔ユ入ラシメル鴛＝ハ 10.0%液0.6捉以上ヲ必要トスル。 2.0主mチ静脈麻酔量／ 101音量ヲ注射シテ
モ完全麻酔後家兎ハ費限シ姥死シナイ。成人ノ場合ユ換うまスレパ完全麻酔状態＝入ラシメ Jレ鋳ユハ10.0%
液20.0姥乃至30.0沌以上7必要トシ， 100.0括ヲ注射シテモ死亡シナイト云フ事＝ナノレ。
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以上我々が賞験シタ 5種ノ麻酔薬／中寅験成憤カラ考へテLアミター Jレ六~....：： Iレノクト：.＇ ', Lエピパン・




































法ハ化率的制腐幾ヲ溶液デハナク物質ソノモノ ヲ撒布スJレ事ユヨリ 7 シテ其ノ1/f;臭 7止メ Jレリi：ガ出来ヤガ




ジマス。私共ハ之等ノ薬剤ソノモノヲ之 1！散布器ヲ以テ直接自lj傷面＝振 H掛ケ或ハ乾イタιガーぜ，＂＇＂振 F
掛ケ車保致シマス。 24時間以内ユ腐敗臭ノ取レJレノガ普遁デアリマス。 17＇＂其ノ；創面＝肉芽／俊生ガ生ジ
テ来9場合＝ノ、禁忌デアリマス、内茅／損傷スノレ事ヵ・甚シイカラヂアリマス。














＝該物質7含有ス0 :l) 該腸管抑制物質ノ、薬理的並＝物理化率的性状＝於テLアデノシ y寸燐酸＝一致ス＠
4) X線放射家兎血液ヨリ Zipf氏法エヨツテ分麟セノレLアヂ2シン守物質ハ薬理試験＝於テ著シク増量ス。
5) X線放射＝依リ家兎血液／ Lアデノシ y寸物質分離液中＝於ケル燐酸量ハ無機有機共ユ著明＝増加ス，

























6. 再骨折J骨折治癒＝及ボス影響 阪大岩永外科 卒 林 容
（原稿未着）


























































1. 癌鼠韓＝於ケ Ji-1 ヴ •H韓三シ「 C J分布＝就テ 三~病院 板 fr［忠次郎
ドlexner-Jobling ノ描腫ヲ幼若子l鼠＝移値シ，移til後 4乃至7週＝シテ HI血致死セシメ。各
臓器組織ノ VitaminC含有量ヲ :Z.6.一DichlorphenoHndophenol法ノ阪大生化事教室改良法ニ
E事 曾 429 
テ測定シ其ノ値ヲ健常白鼠ノソレト比較セリ。
肝臓，牌臓等ノ 1瓦中 J Vitamin C量ハ 78%.：：.脳＝於テハ90%ニ誠少スルモ濁リ筋肉＝於
テハ130%＝－増加ノ；数字ヲ示セリ。
腫蕩中＝於テハ肝臓ノ VitaminC量＝匹趨シ高ク，Woodhaus ノ説＝一致シ，新鮮ナラザル
腫蕩＝於テハ 1/10ニ減少ス。之 Eldhacher氏ノ詑ニ共通セルヲ認メタリ。其他2, 3ノ考察ヲ
試ミグリ。





























14. 興味アル皮膚癌J1例 京都日赤 高析 隆一
吉岡英一
演者ハー婦人， flO歳ナル患者＝於テ共ノ左側大腿ノ略中央外側ニ費生セル上皮痛ノ 1治験例














互リテ X線治療ヲ受ケタリシユ不幸ユシテ X線火傷ヲ経セリ。後該火傷ノ、勝何ノ J手話ユヨ H治癒シ，以
来10ヶ年間何等／障碍ナク経過セり。昭和2年ョリ蒋ピ該手背＝潰疹生ジ難治ナリシタメ来院ノ昭和7年




Jレ動等ヨり見レパ， 5ヶ年ノ永キ＝亙リテ Scharlarhrotsalbeヲ使用シ担レパ トテ直チ＝ソ／原因ヲ之＝求
A ）レ事ノ、勿論困難ナノレ所ナJレモ， ソノ問何等カ F因果関係ヲ思ハシムルヵ・故＝報背ス。
16. 中頭蓋嵩」｝.fリJー ムー l刷出治験例 京大外科 荒 木 千 里
日本外科費函第13巻2競臨床瑛談掲載。
17. 幼児頭部混合腫｝1例 京大外科 松 木 箪 太
日本外科費画第12巻6親臨床瑛談揚i布。
18. 稀有ナJI,.耳下腺腫蕩｝1例 京大外科 井 上 ~ 、
日本外科賓函第13巻1披臨床噴談掲載。
19. 餌著書残ヨリ控生セJI,.基底細胞癌｝1例 京府j、外科 樫ヲ｜ニ雅四郎





20. 気管皮下完全横断｝1例 京府大外科 嗣岡 市燕
津悶潔
外傷性気管損傷ノ！京区い、シテハ銃創，切創，刺創，打撲傷叉ハ之ユ類スルタトカデアfレガ多タ

































第 1 日・雨側後肢 /j)E動ナク，痘懲性麻庫ヲ認ム。腹壁歴迫ニ苛リテ排尿アリ。陰撃強直ヲ 11,~Jレ。
第2日．左後肢／白動運動向現見。



























余等ハ Spondylitistuberculosa ant. ノ病市＝針シテ手術的使襲ヲ加フル療法エ針シテハ多大
ノ疑問ヲ抱キシモ，本症例ヲ経験的本手術モ共ノ過日産；症ヲ撰揮シテ完全ニ病竃ヲ除去スレバ
有放ナル揚合モアリ作ルモノト信ズルニ至レリ。








































.t.')-1 日本外科貧困第 1:J 述書第 3 務
近年手術後＝於ケル肺合併fiE/ I吋トシテ充貨性肺虚脱ナルモノヵ・注目セラ Jレ、＝至リ逐年其ノ報告a敏
／靖多7見 Jレノi鴎勢ニアリ。 M硝 tics氏（1927）ノi統計＝依レパ術後充質性別I虚脱ノ、術後肺合併症ノ70%.:.
達セリ 0 gpチ主主＝従来最モ多政ナリト考へラレシ肺炎 J；統計中相常多数本疾患／包含サJレ、事ヲ考へザJレ
ヲ得ザル＝至レvo然モ其原因 J1ツトシテ気管枝閉塞説ノ、 Lichthtim氏（1878）ノ後表以来蛍方面＝於
ケル貸験的並臨床的研究ノ基礎トナレルノ、今夏之ヲ葱ユ喋々ヲ要セズ。余ノ、之ノ｝怖虚脱ト肺炎／関係ヲ側
































L へノレ＝ア寸 rp最多数ヲ占ムルモ／へ鼠蝶Lヘルユア可ユシテ 3 線級 551例， ~p チ !l2.6% ユキ日常セリ。之
＝尖グニ股Lヘル＝ア，16例，陰唇Lヘノレユア， 11例アリ。勝 Lヘノレ＝ア1 綴痕 Lへノレ＝ア1モ少数＝之ヲ認
ム。男女}JIJ＝就キテハ，品主践LへPレ＝ア，＝.テノ、男子＝於テ多蚊 7,1；ムレドモ，股ιへルユア1ニテハ女子＝
撃 舎 435 
断然多ジ。左右別＝ノ、何レ＝於テモ右側＝多~ナリ。
tへJレ品ア1ノ擢忠年齢：．鼠践しへJレ＝ア可＝於テノ、5歳j乞ノ；者21.2%＝シテ最多盟主， 11歳ヨリ20歳迄／；者
20.4%：：.シテ之＝究ギ， ソノ他年齢ノ増加スノレz ツレ，其ノ！激減少ス。而シテ股LへJレユア1ニユ於テハ 30歳
以上／年長者＝ノミ之ヲ認ム。













aへJレー ァ， I内容ハ其ノ解剖的関係上小腸最モ多タ180例， 34.7%，次＝大網膜178例ナリ。ソ／他廻盲
部ヲ内容トセルモノ57例中， 14例ハ左側＝之ヲ認ム。盆様突起27例，卵巣9例，特ユ腹腔内臓器ノ殆γド




ノ3方法ノミナリ 0 ~p チ岩永教授＝ヨル袋法トノ、，皮膚切開ヨリm剥離＝至ノレ迄ノ、~ヱ三三三氏法ト同ジ
ナレドモ，額ユ於テ結繋サレ ~｝レ I!ハ切除サレノレ事ナク．木村氏法ノ ；如ク im ヲ残シす y ケ Jレマ y氏ノ陰~
1］（腫ノ手術法ヲ合シ行ヒジモノナり。
麻酔法ノ、約80%ガ局所麻酔ユシテ，~~・ーテノレ司会身麻酔 7行ノ、レシモノ約 6%＝過ギズ， ソレニョル死









31. LへJj,..：.ア1ヲ伴へJj,.膳J稀有ナJj,.位置異常 京府大外科 田中哲之助
患者ハG歳ノ少女。遺律的関係ハ祖母／j妹，後育不全ニシテ身長Im位ナリシト其他尖母同胞＝崎形ナ
シ。
現病銃往症：出法直後町．門 I ）訣損ヲ後見サレ手術エヨリ大使ノ、腿ヨり排池サ ノL 。叉同時品目普帯 I~外陰部
直上＝連絡シ某／部ユ被膜／奔務ナJレ小ナノレ服務／；存在セJレヲ気付カレ， ソノ腫蕩ノ、腹歴ノカ日ハJレ時ノ、増































シテ重篤ナノレ経過ヲ辿ルif；：多シ。余ハ内眼的ニ~fL ヲ~~メザル無結石，念性汎授性膿汁性腹膜炎ノ l 例ヲ
経験シ之レヲ治癒セシメ得タリ。







之レヲ殿絡ナル定義／下＝厳義 reinldini<ch及ピ狭義 I》atholugischanatomisch ノコツノ；場合品分ケ
撃 含 437 
Jv，ソノ成因＝閥ジテノ、 Blad / Pankreasfermentノ作用＝ヨ JレIn日ltrationsthcorieヲ至蛍ト考7o著者
ノ例ノ、炭義 1？庁調非穿孔性腺汁性腹膜炎ト稿写シ得ベキカ。
































2) 犬ノ腹膜炎早期＂＇ Lヒλ タミナーゼ可ヲ静脈内叉ノ、腹腔内＝注入 λ レバ，注入後多クノ、短時間血摩／






























































Lドレナーヂ1ヲ行ヒタリ。術後輸血，泌腸ヲ綴ケ治癒＝肉 7 ＂！得タリ。術後尿中ιヂアス担ーぜ， ／：著明ナ
増加ヲミノレ。
自I］ノ、1週間デ凄管7造リ現在ノ、Lプム「管持入シ可成リ多量灰黄色粘禰ノ液ヲ漏ス。
サテ本例ハ後生機鱒ヲ観Jレユ災厄時空腹ナリシコトガ拳ゲラ Jレ。 :X.J卜カ作用機能ノ、上腹部季助部＝斜ユ
後上方＝脊柱＝加ハノレ外カガ考ヘラレルガ前漣ノ季lJ昔日表皮剥脱ノ、ヨレユ一致スノレト考へラJレ。又1華臓ノ
ミノ破裂ナJレガ故厄後一時平気ヂ歩行ナドセリ。
欧洲ノi報告例ヲミノレモ過去ド数ノ、死ノ車事機ヲトノレモ倖ヒニ本例ノ、早期侵製エヨリ治癒＝向ヒ IJ）レヲ以テ現
在倫入院中ナJレモ遂＝－－1!¥報告スノレ次第ナリ。
